
ナショナルバイオリソースプロジェクト 第4期中間年度公開シンポジウム

第42回日本分子生物学会年会内 特別企画
シンポジウム「NBRPが支える生命科学研究最前線」

日時： 2019年12月5日（木）15:45 - 19:00
会場：マリンメッセ福岡 3F サブアリーナ会場（福岡市）
講演リソース・課題：6課題
ニホンザル、ネッタイツメガエル、酵母、アサガオ、情報センター、ABS対応
〇開催理由
事業成果報告会を兼ねた公開シンポジウムは、本プロジェクトの活動内容及び成果を広く一般に知らせる
ため、第3期より初年度および中間年度（3年目）に行っている恒例行事である。本年度は第4期NBRPの中
間年度であり、一般国民への周知とともに、利用者である研究者への周知に重点を置き、基礎・応用研究
において多くの研究者が参加する日本分子生物学会年会内での開催を企画しました。

〇結果
・参加者数：約120名（うち、一般参加：17名）
・年会組織委員会のご協力により、学会参加者以外に、本シンポジウム（開始数時間前からのNBRPパネ
ル展示会場の見学含む）のみ、一般参加も許可いただいての開催となりました（参加費無料）。
・小原雄治プログラムスーパーバイザーからの当事業の概要説明から始まり、文部科学省 小野寺多映子
様（文部科学省研究振興局ライフサイエンス課生命科学専門官）から、ライフサイエンス研究における
当事業の重要性についてのお言葉を賜りました。
・講演は、2部構成で3時間に及ぶ長丁場となりましたが、利用者の先生方のご講演では、NBRPリソース
の良さを効果的に引き出していただき、かつインパクトの高いご成果講演をいただきました。また、課題
管理の先生方の講演につきましては、リソースの特徴・活動内容を非常にわかりやすくご紹介いただき、
質疑口頭の時間も足りないほど、大変充実したシンポジウムとなりました。
・最後に小原雄治プログラムスーパーバイザーより、ユーザーの皆様への感謝と今後のご支援とご協力を
お願いさせていただき、無事閉会いたしました。
改めまして、本シンポジウムにご協力いただいました年会関係者、NBRP関係者及びご講演いただいきま
した先生の皆様に深く感謝申し上げます。
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